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Ⅱ.マイクロ波照射が リグノセル ロースの糖化ならびにアルコール発酵 に及ぼす効果
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図3 マイクロ波加熱したブナ木粉の酵素糖化 図4 マイクロ波加熱したアカマツ木粉の酵素糖化
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図7 マイクロ波照射したアカマツおよびブナ木粉の酵素糖化に及ぼすPP解の効果
表2 マイクロ波加熱した リグノセルロース 1kgあた り生成するアルコール量*1
糖 化 法 原 料 生成アルコール量 アルコール収量
(ml) (%)
酵 素 糖 化
アカマツ
加熱媒体 :水 154･(2年4*2) 36.6(57.9*2)



















































図8 細 孔 分 析
- 7-



















































図から各種細孔の分布は 120oC までは加熱による大きい変化は認められないが 19noCから 35-1】0A






































Å の直径をもつ細孔は減少し. 口径7)孔となっていくものと推定することができる｡ 同じことは, リグニ
ンの分解度合いを示す90%ジオキサン抽出物量との関係でもみられる｡しかしながらリグニンが低分子化し
て溶出するという現象は糖鎖が結合した リグニンオリゴマーの場合では起 り得ようが,モノリグノールやジ
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表4 マイクロ波加熱木粉 (ブナ)の
冷水抽出物*
加熱温度 ℃ 収 率 %
?????? ? ?? ?? 】????? ???? ?? ????
*バッチ式マイクロ波加熱による
表6 90%含水ジオキサン抽出物の収率


































表8 .Bセルロース生成畳 表9 βセ′レロース生成量と積算細孔容




















20.9%に止まる｡この両者の細孔分布 (図12)をみると,後者では 35-110Å の細孔がはば消失している｡
すなわちこの範囲の径をもつ細孔がリグノセルp-スを加水分解するセルラーゼの攻撃に非常に好都合な形
態的条件を付与するといえる7)｡Y.H.LEE らの報告6)によればセルラーゼの見掛けの寸法はそれが球形で
あれば直径約 60A,楕円体であれば 33×200Å と測定されており,この事実から直径 35Å 以上の径をも
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表 10 細 孔 の積算表面積
積 算 細 孔 面 積 m2/g
細 孔直 径 Å
加熱温度 ℃
160 180 190 200 210 220
270 0.4 1.0･ 1.6 1.8
110 3.3 5.5 3.0 5.3
90 4.5 6.1 17.2 12.5
51 12.7 20.3 47.6 64.4
35 27.6 33.8 96.4 121.4
12 70.2 168.3 234.3 249.9
8 322.2 448.3 454.3 553.9










表 11 酵素糖化率 と積算表面積 の相関
細 孔直径 Å
相 関 係 数 r
?????? ??
??? ? ? ??
?
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